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（Mahila Samakhya女性の学びの価値の意）」とよばれる貧困女性のためのプログラムが NGO と政
―  ―
表 1 UP 州における保健婦/保健夫および助産婦の人員数および必要数と不足数（2012年)
保健婦/保健夫および助産婦 求人数 雇用人数 不足数
簡易保健センターおよびサブセンター付きの保健婦（女性)/助産婦 24,213人 22,464人 1,749人
サブセンター付きの保健夫（男性) 20,521人 1,729人 18,792人
保健センター付き保健補助員（女性)/女性訪問保健補助員 3,692人 2,040人 1,652人
保健センター付き保健補助員（男性) 3,692人 4,518人 ―
出典Open Government Data (OGD) Platform India
表 2 UP 州における簡易保健センターおよびサブセンター付き保健婦/助産婦の数の推移（2005年および2012年)
2005年 2012年
求人数 雇用人数 不足数 求人数 雇用人数 不足数
24,181人 18,146人 6,035人 24,213人 22,464人 1,749人







で UP 州政府が家族計画を目的に立ち上げた「州家族計画サービス改革事業局（The State Innova-
tion in Family Planning Services Project AgencySIFPSA）」では多くの女性を保健婦として採用
し、各農村において避妊具および避妊薬の配布、不妊手術の推進、子どもや妊婦への栄養剤の提供と
いった活動を進めている。










とはいえ、表 2 に示されるように、2005年と2012年のわずか 7 年のあいだに、その数は大きく伸
びているのも事実である。前述の理由を踏まえれば、以前と比べて女性への教育の普及や教育レベル
―  ―
















事例 1保健婦 K さんの場合














































りかねない。S さんは福祉員としての仕事を続けることに一抹の不安を感じていた。だが S さんの同
僚である他の福祉員は、彼女が喪に服しているあいだに度々 S さん宅を訪問して、仕事に復帰する
























以上を見てみると、事例 1 と事例 2 では、福祉の仕事に従事することが家計を成り立たせる上で
重要な手段となっている。さらに事例 2 および事例 3 では福祉の仕事が同僚との繋がりややりがい












苦痛を感じたり、事例 2 や 3 のように社会や家族から排除される不安をともなう場合もある。だ
――
が、以下の事例のように、そうした苦痛や危険を冒してでも働こうとする女性もみられる。



























う規範違反の程度を緩和するという意味がある。夫との約束どおり、M さんは早朝 4 時～5 時に起
床し、家の掃除と食器洗い、沐浴、洗濯、朝食と昼食の支度を済ませて、軽く食事を取ってから午前





事例 5教員 A さんの場合
A さんは修士の学位をもつタークル出身の40代半ば（2012年調査時）の女性であり、無認可の小
学校でパートタイムで教えている。A さんが受けもつのは小学校 1 年生から 3 年生の児童で、ヒン
ディー語や算数などを教えている。授業は午前 8 時から 9 時頃に開始し、帰宅するのは午後 2 時か
ら 3 時のあいだである。A さんは16歳の時に高校を中退して15歳年上の夫の後妻として嫁いだ。夫
には前妻とのあいだに 3 人の子どもがおり、2012年の調査時には 3 人ともすでに結婚していた。A
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